
のぞみ保育園 令和五年度 施設評価 

保護者からのアンケートを受けて 

 

 

Ａ．保育者の対応について 

 

３ヶ月の赤ちゃんから２歳児までの乳児専門の保育園として「ホっとでほっと」な居場

所であるようにと常につとめていますが、皆様からも「安心して」「のびのびと」「一緒に

なって」「親のことも」「丁寧」とのお言葉をいただき、うれしく思います。 

◎ のご意見について 

注意している姿もみていただけて安心しました。注意するタイミングは、その時、その

場で。危険なことは強く（怒鳴るのではなく）丁寧にと努めています。 

 

Ｂ．保育内容・環境について 

 

 自然と出会う「さんぽ」言葉や心を広げる「絵本」言葉以外のコミュニケーション手段

としての「音あそび」「てしごと」。子ども一人ひとりのちょっとした気づきに寄り添いた

いと常に心がけている保育を「あたたかくて大好きです。私も癒されます」と有り難いお

言葉です。ブログも喜んでいただけてうれしいです。 

清潔 感染対策にはこれからも留意していきます。 

◎ のご意見について 

はい。のぞい保育園は小さな保育園です。大きな部屋はありませんが、乳児さん（０～

２歳）にとってはベストかな？と思います。お庭も、広い砂場、ゆるやかな坂のグリー

ンロード（ハイハイ、三輪車、手押し車）で乳児さん仕様になっています。また園近く

のお散歩は、ドリームプラザのヨットハーバー、芝生広場、神社、公園、ＪＲや静鉄電

車も見ることができます。 

 

Ｃ．食事について 

 

 本当においしいと自慢の離乳食と給食です。食べることは楽しいこと、幸せなことと、

離乳食の時から伝えたいと考えています。だからこそ、その子のペースで完食できるよう

にと、色々工夫します。 

 給食の前に、調理の先生からの栄養のお話。２歳児さんにはちょっと難しいかもしれま

せんが、カロテン・リコピン・ビタミンＣ・ビタミンＤ、初めての言葉をすぐに覚える子

どもたちです。ジグザグ食べも！ 

◎ のご意見について 



基本的にチョコレート類は絶対に出しません。ですが、今年度はおいしいカップケーキ

を提供する機会が一度もなかったので、卒園のお祝いケーキとしてチョコチップを入れ

たカップケーキを一回だけ提供しました。平時のおやつにチョコレート類は出ません。

乳児のため、チョコレート類の提供はいたしません。 

 

Ｄ．ケガの対応について 

 

 出来ることなら怪我は防ぎたいものですが、子どもたちは小さな怪我を繰り返しながら、

痛みや身のこなし方を体得していきます。ですが、０～１歳児の怪我は私たち大人の注意

や配慮で防げることも多くあります。ヒヤリハットを職員間で周知共有し、常に注意を払

っています。看護師の職員に常時適切な判断を仰げるので保育士も助かっています。 

 一番多いケガは、歩きはじめた１～２歳位までの転倒です。思いもかけない所でつまづ

き、口腔内上唇小帯切傷することも。歯が出始めるころなので特に気をつけています。 

 

 

Ｅ．苦情・要望について 

 

 ① 私たちも一番注意し心配していることです。気になる保護者の方にはお伝えしてい

ますが、事故が起きてからではもう遅いのです！「新年度スタートにあたりお願い」 

に詳細は記しました。 

小路に入りましたら 歩くくらいの速度にしてください！！ 

登降園時は子どもの手を必ず繋いで 離さないでください！！ 

 ② いま流行している病気や、病欠している園児さんの症状をお伝えするように、保育

者間で統一します。保育園は集団の場です。どんなに衛生に留意していても防げないこと

が多くあります。特に下痢は感染しやすいです。はやめ早めの休息が一番です。 

 ③ これからはノートを書いた保育者の名前を記入します。 

 ④ 絵本の本棚など、室内での転倒防止措置は施行済みです。 

 ⑤ 食事用の白いエプロンについて。以前はもっと縫製がしっかりしていたのですが、

最近は値上がりもしたため、今年度の在庫のみで購入は中止にしました。今後は、かぶる

形のエプロンを各ご家庭でご用意いただくか、または、簡単で安価なエプロン（１枚２０

０円）を購入できるようになりました。 

 ⑥ お箸は、うさぎぐみの年明け１月頃からはじめます。各ご家庭での様子をお知らせ

いただければ幸いです。 

 

 

 



 たくさんのお言葉、ありがとうございました。コロナウイルスと初めて出会った２０２

０年から３年。今年の５月にはインフルエンザと同等の扱いになり、だいぶ緊張感は減り

ました。この３年間をすごし、気付くこと、学ぶことがたくさんありました。何よりうれ

しいことは、すべての行事を今年度は行えたことです。行事の内容は、その年々の子ども

たちの姿にそって、柔軟に考え合うようになりました。 

 お家のような小さなのぞみ保育園。パパママになって１年、２年、３年……と、まだま

だ新米の親同士がつながり合い、みんなで子育てしたり悩みを分かち合う関係を築いてい

ってほしいと願います。 

 

 皆さまのご協力により、この一年を過ごせたことを心より感謝申し上げます。 

 

社会福祉法人 愛泉会 

のぞみ保育園 園長 

井出 みや子 

 

 


